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Abstract:
　Recently, it is easy to communicate with each other by using telephone and email for people at remote locations. 
However, it is difficult for them to share their feelings at the same place. Developing a tool to share people’s feelings 
at the same space can enrich their communication. Therefore, the purpose of this study is to create a tool which is a 
table-like shape for remote communication, and finally verify the effectiveness. First, the relationship between 
sharing feelings at the same place and the expression of color projected on table was investigated by experiments . As
a result, the slow expression of color provided the shared feelings at the same place. After that, the table was made 
and in order to explain the effectiveness of complete system, the experiments were conducted once again . 
Consequently, 71% of participants shared their feelings at the same space. Next, it was found from the results of free 
describe answer  that this system accelerated the proactive and various communication. In addition, according to the 
results of normalized-rank, when the expression of color moved, it was the best moment of shared feelings . Finally, 
it was judged that communication from the table in this research was effective. 
Keywords: Non verbal information, Proxemics, Remote communication, Kansei evaluation
概要:
　現在では、情報メディアの多様化により、遠隔地にいる人同士でもメールや電話などで簡単にコミュニ
ケーションをとることができる。しかし、これらの遠隔コミュニケーションの多くは、同じ空間を共有す
る感覚を得ることは難しい。人がそばに居る感覚を得られるようなツールの開発は、コミュニケーション
をより豊かにすると考えられる。そこで、本研究では、非言語情報におけるプロクセミックス理論を用い
たテーブル型遠隔コミュニケーションツールを制作し、制作したテーブルの有効性を明らかにすることを
本研究の目的とする。まず、人がそばに居る感覚と、テーブル上に投影する色彩表現の関係を分析するた
めに実験を行った。その結果、ゆっくりとした色彩表現は、人がそばに居る感覚を得られやすいことが明
らかになった。その結果に基づいてテーブルの制作を行い、完成したシステムの有効性を明らかにするた
め、再度評価実験を行った。その結果、本システムにより投影された色彩表現に対して、人がそばにいる
感覚を感じると答えた被験者は71%であった。また、自由記述による評価結果から、より積極的で多様な
コミュニケーションを促す効果があると判断された。加えて、正規化順位法による評価結果から、人がそ
ばにいると最も感じられる瞬間は、テーブル上の色彩表現が移動する瞬間であると明らかになった。この
ことから、本研究で制作したテーブル型遠隔コミュニケーションツールは有効であると判断された。
キーワード: 非言語情報, プロクセミックス, 遠隔コミュニケーション, 感性評価
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第 1章 序論 
　この章では、本研究を行うにあたっての背景と研究目的、研究方法そして用語解説について述べる。
　1.1 背景 
　近年、情報メディアの多様化により、遠隔地に離れている人同士でもメールや電話で簡単に会話がで
きたり、Webカメラを用いたテレビ通話で、相手の顔を見ながらコミュニケーションをとることが可能
になっている。しかし、これらの方法は「同じ空間を共有する感覚」よりも、「遠隔地間での対話」を
可能にしている意味合いが大きい。 Ray L.Birdwhistellによると、二者間での対話において、言語によっ
て伝えられる情報は全体のおよそ35％であると報告した。それに対し、65％は非言語によるものである
としており、コミュニケーションにおける非言語情報の重要性は大きいと考えられる [1]。その非言語に
よるコミュニケーションをMark L.Knappは、7つの次元に分けている。その7つの次元とは、動作,身体特
徴,接触行動,準言語,プロクセミックス,人工品,そして環境要因である[2]。本研究では、プロクセミックス
理論に着目してアプローチを行う。プロクセミックスとは、人間が自分の社会的または個人的空間をど
のように知覚するのか、もしくは使用するのかを研究する学問である、とMarkは定義している。加えて
Edward T.Hallによると、プロクセミックス理論において、適切なコミュニケーション対人距離は、密接
距離,個体距離,社会距離,そして公衆距離の4つに分かれる[3]。この対人距離はパーソナルスペースとも言
われており、矢澤によると、人間だけでなく人が所有する物体にもパーソナルスペースが適用されると
している[4]。また、西村らの研究によると、この対人距離は 3次元仮想空間内のアバター同士でも適用
されている[5]。これらの結果から、プロクセミックスは物理的な空間のみならず、仮想空間としてのメ
ディア上でも重要であると考えられる。
　7つの次元のうち、動作,身体特徴,準言語,人工品そして環境要因については、テレビ電話などで相手に
伝えることができる。ところが、接触行動とプロクセミックスは相手との距離が離れすぎているため、
伝達することが困難である。この問題に関して、2つの同じデバイスを用いて、相手と擬似的な接触行動
を行う研究も行われている。石井は Tangible Bitsプロジェクトにて「 inTouch」という遠隔触覚コミュニ
ケーションデバイスを提案しており [6]、2つのデバイスの動きを物理的に同期させることで、相手と繋
がる感覚を生み出している(図1)。また、内田らが開発した「COLOLO」は、球体にモーターを格納し、
遠隔地間にある球体の転がる動きを同期させ[7]、「人がそばにいる感覚」を生みだしている(図2)。
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図1　inTouch
　　 
図2　COLOLO
　このようなデバイスを用いることにより、相手と「繋がっている」感覚を得ることは可能ではあるが、
空間の共有という観点からみると、そこには個人の空間を意識した設計が未だに問題として残っている
と考えられる。また、プロクセミックス理論を用いたデバイス開発はまだ少なく、遠隔コミュニケーシ
ョンにおいて、プロクセミックス理論を盛り込む余地はまだ大きいと判断される。加えて、プロクセミ
ックス理論は、テーブルを設計する際に用いられる理論でもある[8]。テーブルとプロクセミックス理論
を合わせたアプローチは、遠隔コミュニケーションをより豊かにする可能性があると考えられる。
1.2 研究目的
　本研究では、非言語情報におけるプロクセミックス理論を用いたテーブル型遠隔コミュニケーション
ツールを制作し、制作されたテーブルの有効性を明らかにすることを本研究の目的とする。
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第 2章 研究方法 
　2.1 実験目的
柳瀬によると、色は人に、感覚的なレベルで影響を与えるものとしている [9]。つまり、赤や青のよう
な色彩を見る際に、我々は温度を無意識的に感じ取っている。しかし、色の表現方法によっては温度の
感じ方に違いが生じたり、色の表現の可能性の一部であるメッセージ性が異なるように伝わる可能性も
ある。そこで、本実験では、テーブル型遠隔コミュニケーションツールの制作における、色の表現方法
によって温度をどのように意識するのか、人の感情にどのように影響するのか、またそばにいる感覚が
どのように変化するのかを、評価実験を通して、明らかにすることを目的とする。
　2.2 実験方法
本実験では、前述した赤と青の2色に着目して、複数の色彩表現をプログラミングで作成した。表現は、
フェードなどの基本的な1次的変化、1次的変化に規則性を追加した2次的変化、そして2次的変化にラン
ダム性を追加した3次的変化の3段階をふむこととした。これは段階を踏んで変化をもたらすことにより 、
表現に対する印象に違いが生じるかを測るためである。 3段階の変化はそれぞれ 2種類あり、合計6種類
の表現を赤と青で計12種類用いた（図3）。
図3　左から1次、2次、3次の変化（図では赤のみ）
プログラムの生成においては、視覚的な表現に適したProcessing2.1.1を使用した。また、色表現の刺激
以外の情報が見えないように、厚さ2mmの乳白色のアクリル板に、生成した色の表現をプロジェクター
で映し出したものを用いて評価実験を行った（図 4）。本実験は2015年7月6日から14日まで、公立はこ
だて未来大学の学生16名を対象に実施された。
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図4　実験装置
本実験で、被験者に12種類の刺激を全部評価してもらうことは、被験者の負荷が高いと想定され、赤
と青の表現はそれぞれ3種ずつ、変化のパターンが重複しないようランダムに 6種を選び出し、被験者に
示した。その各表現を被験者は30秒間座った状態で見た後、アンケート用紙に記入を行った。SD法に基
づいたアンケートを行うにあたり、大山ら[9]が共感覚について研究・実験した際に用いた項目を参考に
形容詞対の選定を行った。その結果、 [暖かい-冷たい][強い-弱い][派手な-地味な][明確な-曖昧な][優し
い-厳しい][気楽な-緊張した][軽い-重い][鋭い-鈍い]の8項目が選定され、各項目は5段階で評価された(図
5)。また、本研究では、遠隔地コミュニケーションに焦点を当てているため、直ぐそばに人が居るよう
な感覚を感じられる表現方法の順番は、正規化順位法を用いて評価された(図6)。
  
図5　SD法による評価項目
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図6　正規化順位法のアンケート用紙
2.3 実験結果
　SD法による評価実験での8項目については、統計処理ソフトSPSSを用いて、因子分析（主因子法、プ
ロマックス回転）により分析された。初期の固有値の大きさと減衰状況から判断して、固有値が 1以上
を示している3つの因子が採択された。第1因子は「過敏性」、第2因子は「楽観性」、第3因子は「情熱
性」と解釈された。表 1と表2にその結果を示す。また、得られた因子得点について、 1つずつ刺激ごと
に平均値が算出された。表3にその結果を示す。
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表1　因子負荷量
表2　形容詞と因子の意味づけ
表3　因子得点の平均値一覧
　その結果、1次的変化は過敏性因子の得点が低かったのに対し、 3次的変化と2次的変化（円の回転）
は得点が高かった。また、楽観性因子において、1次的変化（フェード）のみが高い得点を示している。
　次に、3つの因子それぞれで、色ごとの因子得点の平均値を算出し、グラフ化した図7～図9を示す。
6
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
図7　過敏性因子の色別因子得点平均値
図8　楽観性因子の色別因子得点平均値
図9　情熱性因子の色別因子得点平均値
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 全体的な傾向として、過敏性因子では色による差がほとんど見受けられなかった。情熱性因子は、過敏
性因子と楽観性因子に比べて、色ごとにその評価の違いが顕著に示された。過敏性因子と楽観性因子に
おいて、刺激の動きの変化によって共通した評価の結果が示された。
次に、正規化順位法を用いて、6つの刺激それぞれの尺度値Rを求め、心理尺度上に表した結果を図10
に示す。
図10　心理尺度
今回の実験では、赤と青の色彩表現を用いたが、色ではなく表現の変化のみを順位づけしたため、心
理尺度上の色彩表現は無彩色で表示することとする。1次的変化の順位が共に1位、2位となっており、2位
と3位の間では、t(30,0.01)=3.581で有意水準1％の片側検定において有意差が得られた。また、5位と6位
においても、t(30,0.01)=2.549で同じく有意差が得られた。本実験によって刺激の動き、色によって感じ
方が違うことがわかった。また、最もそばにいる感覚が得られやすい変化は1次的変化であると明らか
になった。
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第 3章 提案
  3.1 プロトタイプ制作プロセス
　本研究では、テーブル型コミュニケーションツールの制作にあたり、DIYに最適な組み立て材料であ
るイレクターパイプを使用した。縦1200mm、横900mm、そして高さ900mmの骨組みに、暑さ2mmの乳
白色のアクリル板を天板としてはめ込み、制作した。下に置いたプロジェクターを用いて光を投影する
際に、アクリル板とある程度の距離が必要なため、テーブルの高さは900mmとなった。この高さは、パ
ーティをする際に用いられるテーブルの高さを参考にした。プロジェクターの光を600×600mmの鏡に反
射させ、色彩表現をアクリル板に映し出した。テーブル内部のプロジェクターや鏡等の装置(図11)が利
用者に見えないよう、テーブルには白色の布を被せた（図12）。
図11　テーブル内部の構造
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図12　布を被せた状態のテーブル
 また、webカメラでテーブルに乗っている物の位置を取得し、テーブル上に色彩表現を生成するために、
テーブル上方にwebカメラを設置した(図13)。
図13　設置したwebカメラの様子
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　プログラムは、画像処理に優れたライブラリであるOpenCVを用いた。実験時にはプログラムの制作
にProcessing2.1.1を使用したが、プログラムの高速化を図るため、最終的にはC++のオープンソースツー
ルキットであるopenFrameworks0.8.4を用いた。本研究では、Appleが提供する統合開発環境である
Xcode7.2にてコーディングを行い、小型プロジェクターであるQUMI Q5へ出力を行った。
3.2 機能説明
　本節では、システムの主な機能を説明する。テーブル上に物を置くと、その物の輪郭から重心点を割
り出し、重心点を中心に色彩表現が生成される(図14)。例えば、温かい飲み物が入ったコップをテーブ
ルの上に置くと、その重心点を中心に赤色の円の表現が生成される。
図14　実際の使用風景
　このテーブル型コミュニケーションツールは、遠隔地にいるユーザ同士で使用する。それぞれのユー
ザの所に一つずつ設置され、片方のユーザがテーブルの上に置いた物の位置と温度情報を、もう片方の
ユーザのテーブル上に色彩で表現する。このようなシステムにより、ユーザのパーソナルスペースを変
化させ、人がすぐ側にいるような感覚が得られるようにした。
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第 4章 実験と評価
　4.1 実験目的
　本実験では、制作したプロトタイプを用いることにより、人がそばにいる感覚が得られるかを証明
することを目的とする。また、使用時のどの瞬間で人が側にいる感覚が最も強くなるか、またどのよう
なコミュニケーションをとれるかを明らかにすることも本実験の目的とする。
　4.2 実験方法
　実験は、まず被験者がテーブルの前に立つ。その際に、前もってテーブルの上に置かれたカップとそ
の重心点を中心に生成された色彩表現が表示される。その理由としては、被験者全員が同じ条件で評価
実験が始まるように試みたためである。被験者はテーブルの上に映し出された色彩表現を確認した後、
アンケート用紙で評価を行う。実験の日時については、 2016年1月22日、25日とした。場所は公立はこ
だて未来大学の251室とし、被験者は同大学の学生で年齢は22歳から24歳までの計14名であった。
　4.3 実験手順
　本研究で提案するシステムは、遠隔地にある2つのテーブル上で、置かれた物の位置と温度を色彩表現
としてリンクさせるように試みた新しいシステムである。したがって、被験者にはどのような状況下で
システムを使用するのかの説明が為される必要がある。本実験ではシステムの概要を、実際にシステム
を動かしながら、前もって用意された説明文章を用いて被験者に教示した後、アンケート用紙で評価す
ることとした。教示の文章を以下にまとめる。
　「最初にシステムの概要を1から説明します。その後アンケート用紙に記入をしていただきます。まず、
今テーブルにあるカップをテーブルの上に置いたと考えてください。カップをテーブルの上に置くと、
その位置と温度が色彩で表現されます。それからこのテーブルは、同じ物がもう一つ離れた場所にある
と考えてください。離れたテーブルの上に、同じようにカップが置かれると、その位置と温度がこちら
のテーブル上にも映し出されます。例えば、離れた場所にあるテーブルの上にカップが置かれると（こ
こで色彩表現が出現する）このように映し出されます。また、カップが移動すると（ここで色彩表現が
移動する）、このようにこちらの色彩表現も移動します。カップを持ち上げるなどして、テーブルの上
からカップが離れると、（ここで色彩表現が消える）色彩表現も消えます。またカップが置かれると、
（ここで色彩表現がまた出現する）このように再び色彩表現が映し出されます。」
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　　4.3.1 準備
　本実験では、テーブル上の色彩表現について、本システムの基本的な色彩表現のパターンである [出現
する] [移動する] [消える] [また出現する ]の4つのパターンをプログラムで生成した。なお、出現する色
彩表現は1次的変化とし、被験者一人につき赤もしくは青どちらか一方の色彩表現のみを提示した。ア
ンケートでは、テーブル上に示された色彩表現に対して、人がそばにいる感覚が得られたかどうかを、[強
く感じた] [少し強く感じた ] [どちらでもない ] [あまり感じなかった ] [全く感じない ]の5段階で評価した。
また、示された色彩表現について、どのようなコミュニケーションが取れると思うか、自由に記述する
ものとした。さらに、人が側にいる感覚をより感じる瞬間はいつだったか、色彩表現の動作に順番をつ
けることとした。
　　4.3.2 実験
　被験者には、テーブルの前に立ち、色彩表現のパターンを見ながら、システムの概要が教示された。
その際、テーブル上には暖かいコーヒーが入ったカップか、冷たい水が入ったコップが置かれ、赤もし
くは青の色彩表現が最初に映し出されているようにした。
実験の流れは以下の1)から4)の通りである。
　　1) テーブル上の何も置かれていない所に赤または青の色彩表現が出現する。
　　2)出現した色彩表現が移動する
　　3)移動した色彩表現が消える
　　4)消えた色彩表現がまた出現する
1)から4)までのプロセスが行われた後、被験者にはアンケート用紙に記入を行うよう教示した。実験の
様子を図15に、アンケート用紙を図16に示す。
図15　実験の様子
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図16　アンケート用紙（本実験）
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4.4 本実験結果
　　4.4.1 人がそばにいる感覚について
　人が側にいる感覚が感じられたかの評価は、 [強く感じた ][少し強く感じた ][どちらでもない ][あまり
感じなかった][全く感じない]の5段階で評価が行われた。
　　全被験者の評価は以下のグラフのようになった（図17）。
図17　全被験者の評価（割合）
　その結果から、[強く感じた]、[少し強く感じた]を合わせると全体の71%の被験者が、人がそばにいる
感覚が得られた。また、[全く感じない]を評価した被験者はいなかった。
　
15
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　　4.4.2 自由記述による評価
　自由記述の結果、リズムに合わせて色彩表現を映し出す、遠隔地にいる人同士で何を飲んでいるか当
てる、色彩表現を衝突させることでアクションを起こす、といったゲーム性のあるコミュニケーション
に関する意見が多く得られた。また、なんとなく相手の様子を伺うコミュニケーション、高齢者の安否
を確認する、など相手に干渉しすぎない提案などの意見も得られた。さらに、電話をしながら利用する
ことによりテレビ電話とは異なったコミュニケーションができる、という意見もあった。中には、飲み
物の成分を自動的に分析するVessyl[10]と呼ばれるスマートボトルと組み合わせることにより、遠隔地に
居ながら、似た飲み物を飲むことができる、という意見もあった。
　　4.4.3 順位による評価
　
　正規化順位法を用いて、色彩表現の4つの出現パターンそれぞれにおける尺度値Rを求め、心理尺度上
に表した結果を図18に示す。
図18　心理尺度（本実験）
　最も人がそばにいる感覚が強まる瞬間は[光が移動してきた時]であった。また、[光がまた出現した時]
と[光が消えた時]の間では、t0 = 6.455 > t(26, 0.01)であり、有意水準1%の片側検定において、有意差が明
らかになった。
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4.5 考察
　実験の結果から、テーブル上に映し出された色彩表現に対して、人がそばにいる感覚を感じた被験
者が全体の 71%であることが分かった。この結果は、教示の中に「人がそばにいる感覚」という表現を
を一切使わずに、システムの概要のみを説明したことからも高い評価であると判断される。また、自由
記述による評価では、テーブル上の色彩表現同士を衝突させて擬似的な乾杯を行ったり、色彩表現の色
味を合わせることで遠隔地にいる人の飲み物の情報を映し出すなど、ゲーム性のある意見が多く見受け
られた。このことから、テーブル上の色彩表現は人がそばにいる感覚を利用者に与えるだけでなく、よ
り積極的で多様なコミュニケーションを促す効果があると考えられる。加えて、相手に干渉しすぎない
コミュニケーションをとることもできる、という意見から、本システムによりコミュニケーションの度
合いは利用者によって変化させることができると考えられる。正規化順位法による評価の結果から、情
報の提示の方法によって、人がそばにいる感覚が異なることが確認できた。特に、テーブル上の色彩表
現が移動する時、最も人がそばにいる感覚を感じることができると分かった。このことから、自由記述
での評価で示されたゲーム性をシステムに組み込むことで、人がそばにいる感覚を強くすることも可能
であると考えられる。また、背景で述べた通り、プロクセミックス理論におけるパーソナルスペースは
物体にも働くことが報告されており、実験の結果から、生成した色彩表現もパーソナルスペースを持っ
ていると考えられる。
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第 5章 結論
　5.1 結論
　本研究の目的は、非言語情報におけるプロクセミックス理論を用いた、テーブル型遠隔コミュニケー
ションツールを制作し、テーブルの有効性を明らかにすることであった。そのプロセスとしてまず、人
がそばにいる感覚が得られやすい色彩表現を、評価実験で明らかにした。その結果として、ゆっくりと
した単純な色彩表現であるほうが、人がそばにいると感じやすいことが分かった。その後、イレクター
パイプを用いてテーブルを制作し、実際の利用により近い状態での実験を行った。実験の結果、テーブ
ルに映し出された色彩表現は、人がそばにいる感覚を与えることが明らかになった。また、制作された
テーブルを改良することで、様々なコミュニケーション方法を取ることができることも示唆された。以
上の点から、制作されたテーブル型遠隔コミュニケーションツールは有効性の高いものであると判断さ
れる。
　5.2 今後の課題
　テーブル型遠隔コミュニケーションツールを制作し、評価実験の結果から有効性が高いと判断された
ことから、本研究の目的は達成された。しかしながら、本研究で提案されたテーブルは、上に置かれた
物の温度と位置情報を、離れた場所に設置されたもう一方のテーブル上に色彩で表現するものであった
が、本実験では遠隔地間で動作させてはいないため、実際に遠隔で動作させて評価する必要があると考
えられる。また、提案されたテーブルで物の温度を取得するためには、サーモグラフィ等の映像から温
度を取得する装置が必要であるが、本研究は予算の都合上利用することができなかったため、実際に温
度を取得するシステムを組む必要がある。加えて、本実験での自由記述の評価にある通り、様々なコミ
ュニケーション方法を取れる可能性があるため、テーブルの改良を行い、さらなる評価実験を行う必要
があると考えられる。
18
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
謝辞
　本研究及び本論文の執筆にあたり、担当教員である姜南圭先生にご指導頂きました。私が研究で悩ん
でいたり、行き詰まってしまっている時、いつも真剣に、的確に、そしてにこやかに、相談に乗ってく
ださいました。シンガポールのワークショップでは、学術的なことだけでなく、なにか、楽しく生きる
コツのようなものを勉強させていただいた気がします。感性工学会、そして感性科学部会では、発表で
緊張する私を鼓舞してくださいました。最後の最後まで親身になってアドバイスをしてくださいました。
この場を借りてお礼申し上げます。本当にありがとうございました。姜先生のもとで1年間学べたこと
を誇りに思います。
　また、姜研究室大学院の黄一剛さん、郭冠楠さん、そして学部生の武田智樹さん、藤原修平さん、矢
久保七瀬さんにも多くのアドバイスを頂きました。深く感謝を申し上げます。皆さんと一緒に勉強でき
たことが本当に嬉しいです。更に、本研究での検証にご協力してくださった皆様にも深く感謝申し上げ
ます。本当にありがとうございました。
19
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
参考文献
[1]Ray L.Birdwhistell:Kinesics and Context:Essays on Body Motion Communication, University of Pennsylvania, 
pp.157-158, 1970
[2]マーク・L・ナップ(牧野成一・牧野泰子訳): 人間関係における非言語情報伝達, 東海大学出版会, 1979
[3]Edward T.Hall(日高敏隆･佐藤信行訳):かくれた次元, みすず書房, 1970
[4]矢澤久史:物体によるパーソナル・スペースの侵害, 東海女子大学紀要, pp.175-180, 2003
[5]西村貴章,明石直也,半田守,神田智子:エージェントと人間間の個体距離の適応行動, Human-Agent 
Interaction Symposium, 2012
[6]石田裕:Tangible Bits:情報の気配, 情報処理Vol.39 No.8, pp.748-749, 1998
[7]内田恭平,大垣史迅,鈴木健嗣:伝達意図の交信のみに基づくシグナル通信ネットワーク, 情報処理学会
インタラクション, pp.257-259, 2012
[8]視野とワークモードを瞬時に切り替える世界初60°ターンデスク momotaro JDN 
http://www.japandesign.ne.jp/HTM/PRO-IN/020417/momotaro.html(最終アクセス:2015/07/16)
[9]柳瀬哲夫:色彩心理分析の現状（色彩感情の軽量化について）, 繊維学会誌, Vol.43, Mo.5, pp.168-177, 
1987
[10]大山正,瀧本誓,岩澤秀紀:セマンティック・ディファレンシャル法を用いた共感覚性の研究:因子構造
と因子得点の比較, 行動軽量学, pp.55-64, 1993
[11]Vessyl MarkOne https://www.myvessyl.com/vessyl/(最終アクセス:2016/01/27)
20
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
付録
評価実験アンケート（準備 1/3）
21
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
評価実験アンケート（準備 2/3）
22
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
評価実験アンケート（準備 3/3）
23
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
評価実験アンケート（本実験 1/2）
24
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
評価実験アンケート（本実験 2/2）
25
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
図目次
　図1　inTouch…………………………………………………………………………………………………..… 2
　図2　COLOLO………………………………………………………………………………………………..…. 2
　図3　左から1次、2次、3次の変化（図では赤のみ）………………………………………………………. 3
　図4　実験装置…………………………………………………………………………………………………... 4
　図5　SD法による評価項目…………………………………………………………………………………….. 4
　図6　正規化順位法のアンケート用紙………………………………………………….………...………...… 5
　図7　過敏性因子の色別因子得点平均値………………………………………………………………..……. 7
　図8　楽観性因子の色別因子得点平均値………………………………………………………………..……. 7
　図9　情熱性因子の色別因子得点平均値………………………………………………………………..……. 7
　図10　心理尺度…………………………………………………………………………………………………. 8
　図11　テーブル内部の構造…………………………………………………………………………………….. 9
　図12　布を被せた状態のテーブル…………………………………………………………………………… 10
　図13　設置したwebカメラの様子……………………………………………………………………………. 10
　図14　実際の使用風景……………………………………………………………………………………..…. 11
　図15　実験の様子……………………………………………………………………………………………... 13
　図16　アンケート用紙（本実験）…………………………………………………………………………... 14
　図17　全被験者の評価（割合）……………………………………………………………………………... 15
　図18　心理尺度（本実験）…………………………………………………………………………………... 16
26
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
Proposal on Remote Communication Device based on Proxemics Theory
表目次
　表1　因子負荷量……………………………………………………………………………………………..…. 6
　表2　形容詞と因子の意味付け…………………………………………………………………………..……. 6
　表3　因子特典の平均値一覧……………………………………………………………………………..……. 6
27
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016                   Kensaku ITO
